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「臨界期機構の脳内イメージングによる解析と統合的解明」 

 

1.研究実施の概要 

本研究のねらいは、正常な脳を育むメカニズムを生きている脳内で可視化する新技術と

概念を確立することである。具体的には、胎児へのアデノウイルス局所導入技術を開発し、

臨界期メカニズムの基礎をなす発達脳における抑制性神経回路網を操作し、マウスやキン

カチョウの神経可塑性を調べる。さらに蛍光蛋白質カエデの局所変色を利用して、各種感

覚系における臨界期の終了過程に起こると考えられているシナプスの形態学的再編成を２

光子レーザー顕微鏡で可視化し、確認する。これらの様々な手法と動物種に応用した多元

的融合研究により、感覚・運動・認知・行動系を含めた学習に関与する脳機能のシステム

的見地から、ヒトに適応可能で必須な知見を世界に先駆けて提供することを目指す。 

 

2.研究実施体制 

ヘンシュ研究グループ 

① 研究分担グループ長：ヘンシュ 貴雄（独立行政法人 理化学研究所、脳科学総

合研究センター、グループディレクター） 

② 研究項目：大脳視覚皮質における臨界期可塑性の形態的イメージング 

 アデノウイルス技術を用いた、抑制性細胞特異的の活動操作や破壊による臨

界期可塑性に不可欠な局所神経回路解析。 

 大脳視覚皮質でダイナミックに繋ぎかえられる樹状突起棘や軸策の再編成を、

蛍光蛋白を発現するマウスにて多光子顕微鏡で観察。 

 

Hessler研究グループ 

① 研究分担グループ長：Neal A. Hessler（独立行政法人 理化学研究所、脳科学

総合研究センター、チームリーダー） 

② 研究項目：発声行動学習におけるGABA細胞と形態的可塑性の役割 

 キンカチョウへの早期抑制性伝達の促進が、成熟発声行動に及ぼす影響を確

認する。 

 多光子顕微鏡とアデノウイルス技術を用いた蛍光蛋白遺伝子導入により、臨



界期に伴う形態的変化や新生細胞の増加を、生きている鳥の脳内で観察する。 

 

橋本研究グループ 

① 研究分担グループ長：橋本 光広（独立行政法人理化学研究所 脳科学総合研究

センター ユニットリーダー） 

② 研究項目：アデノウイルスベクターを用いた、マウス胎仔脳の局所的遺伝子導入

技術の開発 

 

吉原研究グループ 

① 研究分担グループ長：吉原 良浩（独立行政法人 理化学研究所、脳科学総

合研究センター、チームリーダー） 

② 研究項目： 

 蛍光蛋白質GFP、Kaede等を特定のタイプのニューロンで発現するトランスジ

ェニックマウスを作製する。 

 上記マウスにおけるスパイン及び神経回路の可塑的変化ダイナミックスを二

光子レーザー顕微鏡によりin vivoで可視化する。 

 終脳特異的細胞接着分子テレンセファリンによる樹状突起フィロポディア形

成の分子・細胞メカニズムについて上記マウスを用いて解析する。 
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